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愛知地域会員懇談会

11月８日（金）および11月18日（月）、中経連は
愛知地域会員懇談会を名古屋市内にて開催し、
豊田会長、水野副会長、佐

々木副会長、柘植副会
長をはじめ約

160名が参加した。
事務局より、①今年度前半期の活動報告、②税

制改正に対する意改 穝税制 の Ξ
① の 設 の 活 å

員 る活
の 活 動 、�ぉに十九 お 榛 宜 親 榛 た ての５項目に

ついて説明した後、意見交換に移った。参加者から
の主な発言は以下のとおり。

●ＡＩ、ＩｏＴ見 開業と中部国際空港
の二本目滑走路の実現を期待するとともに、国際
展示場Aichi Sky Expoの有効活用を図るべき。

● 効Aichi ky xpoに港k 効

展 も 効 効 効 る効 効h の

展の 目効 のA 効 効 h 効と x 。べ のと と 効 効 効効 と効 憐

展 F る 皡効 き き き き き き き 有

展y 効効と 効 る 。

効 効 効 効 効 93 たイノベーションを起こす高度専門職業人の
養成を目指している。両地域の産学連携を強化す
るため、本日は表敬訪問をさせていただいた。
パビトラ会長
北東インド地域の人口はアッサム地с

人を。人起

本人

人 ム携せ産𩗏
は 人るこ

憤せ 携る ベ携 。携 成
グ る る本

サ成携 ゑ ある綿花
がインドから三河に伝来したとされている点でも両
者の縁は深い。産業の連携においては信頼関係が
重要であり、丁寧なフォローアップが必要となる。
今後、産業界として両地域の交流、信頼関係の構
築に協力していきたい。

（国際部　野村 一樹）

ベトナムチャビン省経済使節団
表敬訪問

11月28日（木）、

た ぢ ふザ ャ　　ン棒
償ドｚ裁Ûワ

乗¿は ねろ向
錫∵。おら榔にÛ

錫 ∵ がとし て が。 構ュ舟た
構てのとおり。

トラン共産党委員長兼人民評議会議長
チャビン省は、ホーチミン市から
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